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二
〇
一
六
年
の
パ
リ
協
定
の
発
効
に
よ
り
、
世
界
は
化
石
燃
料
依

存
か
ら
脱
却
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
を
推
進
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
へ
と
進
ん
で
き
た
。
そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）
の
感
染
拡
大
は
、
日
常
生

活
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
世
界
の
経
済
を
停
滞
さ
せ
る
と
い
う
事
態
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
人
の
移
動
や
経
済
活
動
が
制
限
さ
れ
、
原
油
価

格
は
歴
史
的
な
安
値
を
記
録
し
た
。
感
染
拡
大
は
い
ま
だ
収
ま
ら
ず

厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
が
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
世
界
と
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
動
向
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
か
。

石
油
価
格
の
下
落
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

　

今
年
四
月
二
〇
日
、
ウ
エ
ス
ト
・
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ

エ
ー
ト
（
Ｗ
Ｔ
Ｉ
）
の
五
月
も
の
の
原
油
先
物
価
格
が
大
幅
に
下
落

し
、
マ
イ
ナ
ス
三
七
・
六
三
ド
ル
と
い
う
、
史
上
初
と
な
る
「
マ
イ

ナ
ス
価
格
」
を
記
録
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
、
米
国
の
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
生
産
増
加
な

ど
に
よ
り
、
石
油
市
場
は
供
給
過
多
と
な
っ
て
い
た
。
本
来
で
あ
れ

ば
産
油
国
の
減
産
調
整
に
よ
る
市
場
の
安
定
化
が
図
ら
れ
る
と
こ

ろ
、
調
整
に
失
敗
。
そ
の
結
果
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
石
油
増
産
に

よ
る
価
格
競
争
に
乗
り
出
す
な
ど
、
石
油
市
場
は
ま
す
ま
す
供
給
過

剰
に
陥
り
、各
地
の
石
油
貯
蔵
基
地
は
満
杯
の
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
の
停
滞
に
よ
り
石

油
の
需
要
が
急
激
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
で
、
さ
ら
に
石
油
が
ダ
ブ
つ

い
て
し
ま
い
、
引
き
取
り
手
が
な
く
な
っ
た
石
油
を
抱
え
る
生
産
者

東
京
財
団
政
策
研
究
所
研
究
員

平
沼 

光

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
原
油
の
需
要
減
少
・
価
格
下
落
が
続
く
な
か
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
は
安
定
し
て
い
る
。

欧
州
の
「
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー
ル
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
は
経
済
復
興
戦
略
そ
の
も
の
で
あ
る
。

対
応
が
遅
れ
た
日
本
に
残
さ
れ
た
時
間
は
多
く
な
い
。

ひ
ら
ぬ
ま　

ひ
か
る　

日
産
自
動
車
勤
務

を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
現
職
。 

東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
委
員
会
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
問
題
検
討
分
科
会
委
員
、
福
島
県
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
推
進
連
絡
会
系

統
連
系
専
門
部
会
委
員
な
ど
を
歴
任
。
科

学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
） 

低
炭
素
社
会

戦
略
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
も
務
め
る
。

い
ま
こ
そ
脱
石
油
・再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

―
―
コ
ロ
ナ
時
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
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や
ト
レ
ー
ダ
ー
が
買
い
手
に
お
金
を
払
っ
て
で
も
石
油
を
引
き
取
っ

て
も
ら
う 「
マ
イ
ナ
ス
価
格
」
と
い
う
異
常
事
態
が
起
き
た
の
だ
。

　

し
か
し
石
油
価
格
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
下
が
る
と
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
途
上
に
あ
り
、
そ
の
コ
ス
ト
は
い
ま
だ
に
高
い
と

認
識
さ
れ
て
い
る
日
本
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
は

進
ま
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。

　

実
は
こ
れ
ま
で
の
世
界
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
へ
の
投
資

額
の
推
移
を
み
る
と
、
石
油
価
格
の
動
向
に
か
か
わ
ら
ず
投
資
が
進

ん
で
き
て
い
る
状
況
に
あ
る
（
図
）。

　

特
に
、
二
〇
一
四
年
の
バ
レ
ル
当
た
り
原
油
平
均
価
格

九
三
・
一
一
ド
ル
に
対
し
、
一
五
年
の
平
均
価
格
は
四
八
・
七
一
ド

ル
と
大
幅
に
下
落
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
に
お
い
て
も
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
設
備
投
資
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
の
た
め
の
補
助
金
制
度
で
あ
る
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
（Feed-in T

ariff

）
を
導
入
し
て
い
る
国
が
、二
〇
〇
二

年
は
二
三
ヵ
国
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
一
四
年
は
一
〇
三
ヵ
国
に
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
各
国
が
石
油
価
格
の
動
向
に

か
か
わ
ら
ず
、
気
候
変
動
問
題
へ
の
対
策
と
し
て
政
策
的
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
を
進
め
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

　

各
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
政
策
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
を
は

じ
め
と
す
る
欧
州
で
は
、
発
電
電
力
量
構
成
に
お
け
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
比
率
が
四
〇
％
を
超
え
る
国
も
現
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
コ

ス
ト
の
低
下
も
進
ん
で
い
る
。
一
三
年
頃
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
補
助
金
な
し
の
均
等
化
発
電
原
価
（
ｋ
Ｗ
ｈ
）
は
、
石
炭
や

図  再生可能エネルギー設備投資額と原油価格の推移

※2020 年の原油価格は 1～ 3月の平均 ※2020 年の再エネ設備投資額は推計
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出典：BNEF “Global Renewable capacity investment 2004 to 2019”
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再エネ設備投資額（右目盛り）
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天
然
ガ
ス
な
ど
の
従
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
十
分
な
競
争
力
を
持
つ

レ
ベ
ル
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
一
八
年
一
〇
月
に
は
、
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
か
ら
、
地
球
温
暖
化
を
パ
リ
協
定
の
目
標
で
あ

る
二
度
未
満
で
な
く
一
・
五
度
に
抑
え
る
こ
と
が
「
持
続
可
能
な
世

界
」
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
特
別
報
告
書

「
一
・
五
度
の
地
球
温
暖
化
」
が
公
表
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
の
気
候
変

動
対
策
の
動
き
は
一
段
と
加
速
す
る
方
向
に
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
も
進
む
方
向
に
あ
る
。

経
済
復
興
策
の
切
り
札
、
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー
ル

　

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
世
界
の
気
候
変
動
対

策
の
動
き
を
停
滞
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
済
的

な
打
撃
か
ら
の
回
復
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
気
候
変
動
対
策
を
疎
か
に
し

た
安
易
な
経
済
政
策
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
観
光
に
出
か
け
る
な
ど
人
の
動
き
を
活
発
に
し
て
、
経

済
の
活
性
化
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
高
速
道
路
を
無
料
に
す
る
と

い
っ
た
施
策
は
、
確
実
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
加
を
招
き
、
さ

ら
な
る
環
境
コ
ス
ト
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
安
易
な
復
興
策
へ
の
懸
念
に
対
し
て
、
国
際
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）
は
、
四
月
に
公
表
し
た
報
告

書
『
国
際
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
展
望
（G

lobal R
enew

ables 
O

utlook

）』（
以
下
、
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
報
告
書
）
に
お
い
て
、
一
つ
の

指
針
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
打
撃
を
受
け

た
経
済
を
立
て
直
し
、
同
時
に
気
候
変
動
問
題
へ
も
対
処
す
る
た
め

に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
中
核
に
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
を
進
め
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル（T

he 
Global Green N

ew
 D

eal

）」
を
、
国
際
協
力
の
も
と
に
推
進
す

る
こ
と
が
効
果
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
報
告
書
で
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排

出
七
〇
%
削
減
、
温
度
上
昇
を
二
度
よ
り
十
分
下
方
に
抑
え
る
た
め

に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
進
め
る
に
は
、
約
一
九
兆
ド
ル
の

コ
ス
ト
が
か
か
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
五
〇
兆
～

一
四
二
兆
ド
ル
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
へ
の
投
資
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
雇
用
は
、
五
〇
年
ま
で
に
今
日
の
水
準
の
四
倍
に

相
当
す
る
四
二
〇
〇
万
人
に
ま
で
増
加
す
る
と
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
と
同
じ
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
代
表
的
な
国
際
機

関
で
あ
る
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
か
ら
も
、
同
趣
旨
の

声
明
が
繰
り
返
し
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｅ
Ａ
が
四
月
に
公
表
し
た
報
告
書
『
二
〇
二
〇
年
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
展
望
（G

lobal E
nergy R

eview
 2020

）』（
以
下
、
Ｉ
Ｅ
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Ａ
報
告
書
）
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
た

二
〇
二
〇
年
第
１
四
半
期
の
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
動
向
と
同
年

の
需
要
見
込
み
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
年
第
１
四
半
期
の
世
界
の
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
影
響
し
、
昨
年
同
期

比
で
三
・
八
％
減
少
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

別
で
は
、
石
炭
が
昨
年
同
期
比
▲
八
％
、
天
然
ガ
ス
が
▲
三
％
、
石

油
が
▲
五
％
、
原
子
力
が
▲
三
％
と
、
化
石
燃
料
と
原
子
力
が
軒
並

み
前
年
同
期
比
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
中
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
一
・
五
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
年
の
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
見
込
み
で
は
、
通
年
で
も
化

石
燃
料
と
原
子
力
が
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
一
％
の
需
要
増
加
が
見
込
ま
れ
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
最
も
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
）

の
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｅ
Ａ
報
告
書
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
原
子
力
や
化
石

燃
料
な
ど
の
大
規
模
発
電
と
比
べ
て
設
備
の
運
営
に
人
手
が
か
か
ら

な
い
な
ど
運
用
コ
ス
ト
が
低
く
、
ま
た
、
気
候
変
動
対
策
の
た
め
多

く
の
国
に
お
い
て
法
令
に
よ
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
優
先
的
に

供
給
（
給
電
）
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
需
要
減
の
影
響
を
受
け
づ
ら
い

と
分
析
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
炭
鉱
で
の
感
染
拡
大
に
よ
り
石
炭
の
採
鉱
が
停
止
さ
れ
る

な
ど
、
化
石
燃
料
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
て
い
る
一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
燃
料
が
必
要
な
い
た
め

燃
料
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
。
さ
ら

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
燃
料
代
が
か
か
ら
ず
限
界
費
用
が
ゼ
ロ

の
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
減
少
し
て
い
る
中
で
も
市
場
競
争
力

が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
を
高
め
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
足
掛
か
り
に
し
て
コ
ロ
ナ
禍
後
の
復
興

を
進
め
る
動
き
は
、
欧
州
の
政
策
に
も
表
れ
て
い
る
。
四
月
二
〇

日
、
気
候
変
動
対
策
と
環
境
政
策
を
担
当
す
る
欧
州
一
七
ヵ
国
の
大

臣
が
、「
欧
州
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー
ル
」
を
コ
ロ
ナ
禍
後
の
経
済
復

興
の
中
心
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
共
同
コ
メ
ン
ト
を
表
明
し
て

い
る
。

　

欧
州
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー
ル
と
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と
し
て

二
〇
五
〇
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
と
な
る
「
気
候
中

立
」
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
欧
州
の
環
境
政
策
で
あ
る
。

同
時
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
産
業
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
生
物
多
様
性
、
農

業
な
ど
、
広
範
な
分
野
を
対
象
と
し
た
欧
州
の
包
括
的
な
経
済
成
長

戦
略
で
も
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

重
要
分
野
と
し
て
投
資
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
各
国
際
機
関
や
Ｅ
Ｕ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
経
済
復

興
を
目
指
す
た
め
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
へ
の
投
資
を
進

め
る
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー
ル
が
有
効
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
米
国
に

お
い
て
も
、
米
共
和
党
の
ガ
エ
ッ
ツ
下
院
議
員
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
炭
素
回
収
貯
留
・
回
収
利
用
な
ど
へ
の
投
資
を
進
め
る
グ

リ
ー
ン
・
リ
ア
ル
・
デ
ィ
ー
ル
の
決
議
案
を
提
出
す
る
な
ど
、
グ
リ
ー

ン
・
デ
ィ
ー
ル
が
コ
ロ
ナ
禍
後
の
経
済
復
興
を
目
指
す
上
で
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

政
策
方
針
と
政
策
目
標
が
乖
離
し
た
日
本

　

前
述
の
通
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー
ル

を
推
進
す
る
こ
と
が
世
界
で
は
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
気
に
な
る
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
だ
が
、
コ
ロ

ナ
禍
前
か
ら
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
世
界
の
動
向
か
ら
ず
れ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。

　

欧
州
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
各
国
で
は
、
二
〇
三
〇
年
の
発
電
電

力
量
構
成
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
を
四
〇
～
五
〇
％

と
高
い
目
標
を
掲
げ
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
普
及
率
が
四
〇
％

に
達
す
る
国
も
出
て
き
て
い
る
。
日
本
は
と
い
う
と
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
そ
れ
を
活
用
す
る
技
術
力
が
十
分
に

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
導
入
目
標
は
一
五
年
七
月
に
公
表
さ

れ
た
「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」
に
記
さ
れ
た
三
〇
年
に

二
二
～
二
四
％
と
い
う
、
先
進
諸
外
国
と
比
べ
て
低
い
数
字
を
揚
げ

て
い
る
。

　

そ
の
後
、
一
八
年
七
月
に
公
表
さ
れ
た
第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
に
お
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化
に
取
り
組

む
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
態
と
な
る
導
入
目
標
は
、
一
五

年
七
月
の
目
標
と
同
じ
数
字
で
、
依
然
と
し
て
低
い
目
標
の
ま
ま
で

あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
力
電
源
化
す
る
と
い
う
方
針
と

実
態
と
な
る
政
策
目
標
と
が
乖
離
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
各
国
は
、
一
五
年
に
は
既
に
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
三
〇
％
以
上
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の
目
標
は
、
こ
れ
か
ら
十
数
年
か
け
て
よ
う
や
く
今
の
欧
州
に

追
い
つ
く
こ
と
を
公
言
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
世
界
と
の
ず
れ
が

顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ず
れ
は
日
本
の
国
際
競
争
力
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね

な
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
時
々
刻
々
と
変
わ
る
天
候
に
よ
っ

て
発
電
が
変
動
す
る
変
動
電
源
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
国
で
は
第
四
次
産
業
革
命
時
代
の

革
新
的
な
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
で
あ
る
、人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）、

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
駆
使
し

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
動
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
電
力
需



コロナ「共存戦略」の諸相

97

給
を
安
定
化
さ
せ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
Ｉ

ｏ
Ｅ
）
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
開

発
が
進
ん
で
い
る
。　

　

Ｉ
ｏ
Ｅ
は
、
電
力
供
給
側
と
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め

た
各
発
電
所
と
、
需
要
側
と
な
る
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
や
ス
マ
ー
ト
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
電
気
自
動
車
や
ス
マ
ー
ト
家
電
な
ど
あ
ら
ゆ

る
設
備
や
機
器
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
統
合
し
、
電
力
需
給
の
最
適
化
と
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
、
そ
の
市
場
規
模
は
少
な
く
と
も

一
六
〇
兆
円
以
上
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
遅
れ
る
こ
と
は
、

気
候
変
動
と
い
う
地
球
規
模
の
環
境
問
題
に
お
け
る
日
本
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
ｏ
Ｅ
の
開
発
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
の
革
新
が
進
ま
ず
、
日
本
の
国
際
競
争
力
と
市
場
の
喪

失
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
遅
れ
を
取
り
戻
せ

　

日
本
は
二
〇
一
一
年
の
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
後
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
多
様
化
を
進
め
る
た
め
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
化
石
燃
料
や
原
子
力
な
ど
の

大
規
模
発
電
に
あ
ま
り
に
も
依
存
し
す
ぎ
て
い
た
た
め
、
一
四
年
九

月
に
電
力
各
社
が
太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
、
電
力
系
統
の
安
定
が
保
て
な
く
な
る
と
い

う
理
由
で
そ
の
接
続
を
保
留
す
る
事
態
が
起
き
る
な
ど
、
旧
来
の
体

質
か
ら
抜
け
ら
れ
ず
柔
軟
な
対
応
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
大
方
針
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
は
少
な
く
と
も
三
年
ご
と
に
策
定
さ
れ
る
。
現
在
の
第
五
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
一
八
年
に
策
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の

第
六
次
計
画
は
二
一
年
頃
と
な
る
予
定
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら

議
論
が
活
発
化
し
て
い
く
段
階
に
あ
る
。
第
六
次
計
画
は
い
か
に
し

て
先
進
諸
外
国
並
み
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
比
率
を
上
げ

ら
れ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
望
む
声
は
、
経
済
界
か
ら
も
上

が
っ
て
い
る
。
経
済
同
友
会
は
七
月
二
九
日
、
三
〇
年
の
国
内
の
電

源
構
成
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
を
現
在
の
目
標
で
あ

る
二
二
～
二
四
%
の
ほ
ぼ
倍
と
な
る
四
〇
%
に
す
べ
き
と
す
る
提
言

を
公
表
し
た
。　

　

現
状
、
諸
外
国
と
比
べ
て
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
日
本
は
、
気
候
変

動
問
題
へ
の
対
処
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
革
新
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
国
際
競
争
力
を
高
め
る
た
め

に
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な
る
普
及
を
早
急
に
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
日
本

の
遅
れ
を
取
り
戻
す
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
●




